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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 19,683,633 27,553,492 46,459,747

経常利益 （千円） 749,535 1,297,286 1,998,053

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 417,863 530,808 1,469,043

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,087,418 1,383,151 1,971,127

純資産額 （千円） 24,430,236 26,054,292 25,256,208

総資産額 （千円） 36,079,174 44,506,072 41,175,915

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 68.68 91.19 246.01

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － 90.94 －

自己資本比率 （％） 67.7 58.5 61.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 308,198 3,313,106 719,548

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 58,100 △1,032,660 △241,432

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,363,783 △1,273,277 △1,377,830

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 11,545,420 12,666,924 11,453,824

 

回次
第72期

第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 68.44 89.17

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第72期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および第72期連結会計年度の潜在

株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．当社は株式報酬制度を導入しております。当該株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀

行（信託口）が保有する当社株式を、１株当たり四半期（当期）純利益および潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

第１四半期連結会計期間において、ホライズン５株式会社の発行済株式の全てを取得したため、同社およびその子

会社であるウッドテック株式会社を連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態および経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の「５類感染症」への移行に伴い

行動制限が緩和され、社会経済活動の正常化に向けた動きが見られました。

建設業界におきましては、経済活動の正常化に伴い、建設需要が増加傾向にあるものの、依然として資機材や労

務費等の高騰、建設従事者不足および人材の高齢化など、注視が必要な状況にあります。

こうした状況のなか、当社グループは、中期経営計画「LIVZON DREAM 2030 1st half!」の３つの基本方針「基

盤事業の深耕」「成長への投資」「経営基盤の整備」を推進し、『コア事業の収益性改善』と『成長のための土台

作り』を進めております。

その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の受注高は前年同四半期比20.7％増の390億74百万円とな

りました。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は前年同四半期比40.0％増の275億53百万円となり、

営業利益は前年同四半期比290.7％増の10億84百万円、経常利益は前年同四半期比73.1％増の12億97百万円、親会

社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比27.0％増の５億30百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　日本

売上高につきましては前年同四半期比35.7％増の199億50百万円となり、セグメント利益は前年同四半期比

151.2％増の７億７百万円となりました。

②　米国

売上高につきましては前年同四半期比59.5％増の70億76百万円となり、セグメント利益は４億57百万円（前

年同四半期はセグメント利益24百万円）となりました。

③　中国

売上高につきましては前年同四半期比10.9％減の４億55百万円となり、セグメント損失は１億37百万円（前

年同四半期はセグメント損失38百万円）となりました。

④　オーストラリア

売上高につきましては前年同四半期比133.6％増の70百万円となり、セグメント利益は前年同四半期比

222.7％増の56百万円となりました。

 

また、財政状態の分析については次のとおりであります。

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は445億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億30

百万円の増加となりました。その主な要因といたしましては、現金及び預金が12億28百万円、のれんが18億88百

万円それぞれ増加したこと等によるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は184億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億32百

万円の増加となりました。その主な要因といたしましては、電子記録債務が13億９百万円、未成工事受入金が８

億39百万円、未払法人税等が５億15百万円それぞれ増加したこと等によるものです。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は260億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億98

百万円の増加となりました。その主な要因といたしましては、その他有価証券評価差額金が４億31百万円、為替

換算調整勘定が４億25百万円それぞれ増加したこと等によるものです。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

12億13百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には126億66百万円（前連結会計年度比10.6％増）となりまし

た。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は33億13百万円（前年同四半期は３億８百万円の獲得）となりました。

これは主に、資金の増加要因となる売上債権の減少および仕入債務の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は10億32百万円（前年同四半期は58百万円の獲得）となりました。

これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は12億73百万円（前年同四半期は13億63百万円の使用）となりました。

これは主に、短期借入金の返済による支出および配当金の支払いによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した優先的に対処すべき事業上および財務上の課題はありませ

ん。

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は６百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,500,000

計 27,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,882,487 6,882,487
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 6,882,487 6,882,487 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 6,882,487 － 5,195,057 － 5,086,553
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

アクアウェッジ株式会社 東京都港区港南２丁目16番１号 993 16.99

大成温調取引先持株会 東京都品川区大井１丁目49番10号 637 10.90

水谷　日出夫 東京都大田区 556 9.52

一般財団法人大成温調奨学財団 東京都大田区山王２丁目１番８号 350 5.99

大成温調従業員持株会 東京都品川区大井１丁目49番10号 254 4.35

光通信株式会社 東京都豊島区西池袋１丁目４番10号 90 1.55

河村　和平 東京都品川区 89 1.53

東テク株式会社 東京都中央区日本橋本町３丁目11番11号 70 1.21

和田　ふみ子 東京都世田谷区 68 1.16

青木　錠衛 東京都港区 60 1.03

計 － 3,169 54.21

　（注）１．一般財団法人ぺんぎん奨学財団は、2023年５月23日付で一般財団法人大成温調奨学財団に名称変更しており

ます。

２．2022年５月27日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、2022年５月20日現

在で下記のとおり当社の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2023年９月30日現在に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

ダルトン・インベストメンツ・

エルエルシー

米国カリフォルニア州90404、サンタモニ

カ市、クロバーフィールド・ブルヴァード

1601、スイート5050Ｎ

89,300 1.30
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,036,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,834,600 58,346 －

単元未満株式 普通株式 11,587 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  6,882,487 － －

総株主の議決権  － 58,346 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株

式38,600株（議決権の数386個）が含まれております。なお、当該議決権386個は、議決権不行使となってお

ります。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大成温調株式会社

東京都品川区大井

一丁目49番10号
1,036,300 － 1,036,300 15.06

計 － 1,036,300 － 1,036,300 15.06

（注）１．当社は、2023年５月18日開催の取締役会決議に基づき、2023年５月19日に東京証券取引所の自己株式立会外買

付取引（ToSTNeT-3）により、自己株式50,000株を取得いたしました。その結果、当第２四半期会計期間末日

現在の自己株式数は、単元未満株式の買取りによる増加を含め、1,036,308株となっております。

２．株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する株式38,600株については、上記の自己株式等には含まれて

おりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から

2023年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,700,111 12,928,424

受取手形・完成工事未収入金等 13,320,590 ※ 12,166,747

電子記録債権 2,200,239 ※ 2,076,655

有価証券 143,286 49,167

未成工事支出金 193,524 319,354

商品 23,789 231,894

原材料 269,443 304,817

その他 795,157 1,712,507

貸倒引当金 △59,053 △102,629

流動資産合計 28,587,090 29,686,937

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,996,569 4,202,597

機械装置及び運搬具 1,630,667 1,779,046

土地 4,240,204 4,484,476

建設仮勘定 115,696 143,488

その他 445,484 452,636

減価償却累計額 △3,904,992 △4,141,972

有形固定資産合計 6,523,630 6,920,271

無形固定資産   

のれん － 1,888,206

その他 276,341 243,950

無形固定資産合計 276,341 2,132,157

投資その他の資産   

投資有価証券 4,134,324 4,232,725

長期貸付金 5,908 8,965

退職給付に係る資産 69,816 84,916

繰延税金資産 532,603 323,484

その他 1,253,888 1,326,450

貸倒引当金 △207,688 △209,837

投資その他の資産合計 5,788,852 5,766,705

固定資産合計 12,588,824 14,819,134

資産合計 41,175,915 44,506,072
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,682,160 ※ 5,599,500

電子記録債務 3,760,964 ※ 5,070,133

短期借入金 － 180,000

未払法人税等 44,749 559,966

未成工事受入金 3,339,379 4,178,520

賞与引当金 389,437 320,326

完成工事補償引当金 37,923 27,093

工事損失引当金 128,857 80,615

その他 2,358,870 2,292,340

流動負債合計 15,742,344 18,308,496

固定負債   

その他 177,361 143,282

固定負債合計 177,361 143,282

負債合計 15,919,706 18,451,779

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,195,057 5,195,057

資本剰余金 5,132,677 5,132,677

利益剰余金 15,086,821 15,134,134

自己株式 △1,503,704 △1,605,276

株主資本合計 23,910,851 23,856,593

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 500,308 931,349

為替換算調整勘定 840,801 1,265,831

退職給付に係る調整累計額 △7,020 △10,748

その他の包括利益累計額合計 1,334,088 2,186,431

新株予約権 11,268 11,268

純資産合計 25,256,208 26,054,292

負債純資産合計 41,175,915 44,506,072
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高   

完成工事高 19,225,426 26,211,709

その他の事業売上高 458,206 1,341,783

売上高合計 19,683,633 27,553,492

売上原価   

完成工事原価 16,659,105 22,646,146

その他の事業売上原価 341,313 1,145,548

売上原価合計 17,000,419 23,791,695

売上総利益   

完成工事総利益 2,566,321 3,565,562

その他の事業総利益 116,893 196,234

売上総利益合計 2,683,214 3,761,797

販売費及び一般管理費 ※１ 2,405,740 ※１ 2,677,789

営業利益 277,474 1,084,007

営業外収益   

受取利息及び配当金 44,241 69,490

為替差益 346,878 175,176

受取保険金 83,690 19,605

その他 19,677 19,075

営業外収益合計 494,488 283,347

営業外費用   

支払利息 2,178 2,328

工事補修費 13,501 62,659

その他 6,747 5,081

営業外費用合計 22,427 70,069

経常利益 749,535 1,297,286

特別利益   

固定資産売却益 41,982 －

投資有価証券売却益 － 124,741

特別利益合計 41,982 124,741

特別損失   

投資有価証券評価損 9,999 425,223

関係会社株式評価損 11,274 －

関係会社整理損 31,646 －

損害賠償金 33,182 －

特別損失合計 86,102 425,223

税金等調整前四半期純利益 705,414 996,803

法人税等 287,551 465,995

四半期純利益 417,863 530,808

親会社株主に帰属する四半期純利益 417,863 530,808
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 417,863 530,808

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △66,286 431,040

為替換算調整勘定 626,142 379,909

退職給付に係る調整額 1,909 △3,728

持分法適用会社に対する持分相当額 107,789 45,120

その他の包括利益合計 669,555 852,342

四半期包括利益 1,087,418 1,383,151

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,087,418 1,383,151
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 705,414 996,803

減価償却費 176,564 169,114

のれん償却額 － 37,023

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,466 40,656

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,375 △82,388

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7,466 △18,828

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 11,440 △11,099

工事損失引当金の増減額（△は減少） 71,260 △52,877

その他の引当金の増減額（△は減少） △78,908 △20,535

受取利息及び受取配当金 △44,241 △69,490

受取保険金 △83,690 △19,605

支払利息 2,178 2,328

為替差損益（△は益） △462,039 △236,308

持分法による投資損益（△は益） 459 △3,287

投資有価証券評価損益（△は益） 9,999 425,223

投資有価証券売却損益（△は益） － △124,741

関係会社株式評価損 11,274 －

固定資産売却損益（△は益） △41,982 －

損害賠償損失 33,182 －

関係会社整理損 31,646 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,297,207 2,145,896

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △214,571 △298,675

立替金の増減額（△は増加） 434,142 △172,301

未収消費税等の増減額（△は増加） △40,932 △666,577

仕入債務の増減額（△は減少） △4,467,053 913,884

未成工事受入金の増減額（△は減少） △364,934 516,116

未払金の増減額（△は減少） △19,983 △111,842

預り金の増減額（△は減少） 356,186 493,508

未払消費税等の増減額（△は減少） 137,359 △448,497

その他 △106,361 △61,823

小計 371,061 3,341,676

利息及び配当金の受取額 44,241 69,490

保険金の受取額 83,690 19,605

利息の支払額 △2,178 △2,328

損害賠償金の支払額 △33,182 －

法人税等の支払額 △155,433 △115,337

営業活動によるキャッシュ・フロー 308,198 3,313,106
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △269,816 △266,086

定期預金の払戻による収入 300,438 250,184

有価証券の売却及び償還による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △14,107 △82,485

有形固定資産の売却による収入 69,935 15,020

投資有価証券の取得による支出 △8,368 △5,808

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 315,077

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △1,199,997

その他 △19,981 △158,564

投資活動によるキャッシュ・フロー 58,100 △1,032,660

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 2,100,000

短期借入金の返済による支出 － △2,777,041

リース債務の返済による支出 △13,295 △12,033

自己株式の取得による支出 △869,488 △101,571

配当金の支払額 △480,999 △482,630

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,363,783 △1,273,277

現金及び現金同等物に係る換算差額 476,194 205,930

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △521,289 1,213,099

現金及び現金同等物の期首残高 12,066,710 11,453,824

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 11,545,420 ※ 12,666,924
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間において、ホライズン５株式会社の発行済株式の全てを取得したため、同社およびその

子会社であるウッドテック株式会社を連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日又は決済日をもって決済処理をしており

ます。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

受取手形 －千円 17,803千円

電子記録債権 － 230,523

支払手形 － 44,293

電子記録債務 － 938,033

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日

　　至 2023年９月30日）

従業員給与手当 1,008,016千円 1,006,881千円

賞与引当金繰入額 97,679 98,044

退職給付費用 40,487 32,663

 

２　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）および当第２四半期連結累計期間（自2023

年４月１日　至2023年９月30日）

当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期

連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比

べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高が多額になるといった季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金預金勘定 11,811,950千円 12,928,424千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △269,816 △266,086

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券）
3,286 4,586

現金及び現金同等物 11,545,420 12,666,924
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月27日

定時株主総会
普通株式 484,285 76 2022年３月31日  2022年６月28日 利益剰余金

（注）2022年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託制度の信託財産として株式会社日本カ

ストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金2,933千円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年５月19日開催の取締役会決議に基づき、2022年５月20日に東京証券取引所の自己株式立会外

買付取引（ToSTNeT-3）により、自己株式275,900株を取得いたしました。

また、2022年８月18日開催の取締役会決議に基づき、2022年８月19日に東京証券取引所の自己株式立会外買

付取引（ToSTNeT-3）により、自己株式200,000株を取得いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式は869,488千円増加し、当第２四半期連結会計期間

末において1,503,704千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 483,494 82 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

（注）2023年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託制度の信託財産として株式会社日本カ

ストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金3,165千円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2023年５月18日開催の取締役会決議に基づき、2023年５月19日に東京証券取引所の自己株式立会外

買付取引（ToSTNeT-3）により、自己株式50,000株を取得いたしました。この結果、単元未満株式の買取りに

よる増加も含め、当第２四半期連結累計期間において自己株式は101,571千円増加し、当第２四半期連結会計

期間末において1,605,276千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

    報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

財務諸表

計上額

(注)３
    日本 米国 中国

オースト

ラリア

売上高         

一時点で移転される財 3,394,975 － － － － 3,394,975 － 3,394,975

一定の期間にわたり移

転される財
11,269,569 4,436,058 511,060 － － 16,216,688 － 16,216,688

顧客との契約から生じ

る収益
14,664,545 4,436,058 511,060 － － 19,611,664 － 19,611,664

その他の収益 41,777 － － 30,191 － 71,968 － 71,968

外部顧客への売上高 14,706,322 4,436,058 511,060 30,191 － 19,683,633 － 19,683,633

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 14,706,322 4,436,058 511,060 30,191 － 19,683,633 － 19,683,633

セグメント利益又は損失

（△)
281,532 24,770 △38,014 17,375 △8,869 276,794 679 277,474

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

    報告セグメント

合計
調整額

(注)１

四半期連結

財務諸表

計上額

（注２）
    日本 米国 中国

オースト

ラリア

売上高        

一時点で移転される財 4,379,329 － － － 4,379,329 － 4,379,329

一定の期間にわたり移

転される財
15,528,305 7,076,955 455,466 － 23,060,727 － 23,060,727

顧客との契約から生じ

る収益
19,907,635 7,076,955 455,466 － 27,440,056 － 27,440,056

その他の収益 42,919 － － 70,515 113,435 － 113,435

外部顧客への売上高 19,950,555 7,076,955 455,466 70,515 27,553,492 － 27,553,492

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 19,950,555 7,076,955 455,466 70,515 27,553,492 － 27,553,492

セグメント利益又は損失

（△)
707,334 457,612 △137,340 56,068 1,083,674 333 1,084,007

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

      （単位：千円）

 報告セグメント 全社 合計

 日本 米国 中国
オースト

ラリア
計   

（のれん）        

当第２四半期連結

累計期間償却額
37,023 － － － 37,023 － 37,023

当第２四半期連結

会計期間末残高
1,888,206 － － － 1,888,206 － 1,888,206

（注）第１四半期連結会計期間において、ホライズン５株式会社の発行済株式の全てを取得し、同社およびその子会社で

あるウッドテック株式会社を連結の範囲に含めたことにより、日本セグメントにおいてのれんが発生しておりま

す。なお、のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セ

グメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

１株当たり四半期純利益 68円68銭 91円19銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 417,863 530,808

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
417,863 530,808

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,084 5,820

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円－銭 90円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 16

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、株式報酬制度の信託財産と

して株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する

自己株式に含めております（前第２四半期連結累計期間38千株、当第２四半期連結累計期間38千株）。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月９日

大成温調株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田尻　慶太　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大塚　弘毅　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成温調株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成温調株式会社及び連結子会社の2023年９月30 日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
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うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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